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湯川博士と大阪大学 
大阪大学適塾記念会発行「適塾」No.15（1982）ｐ19－ｐ26 
（昭和五十六年十一月十七日適塾記念講演会の講演要旨） 

 
内 山 龍 雄 

 
去る九月八日、湯川博士がお亡くなりになった事は、皆様もよく御存知のことと思いま

す。博士の御逝去は、日本にとって大きな損失でありますが、われわれ大阪に住む者、特

に大阪大学に関係のある者にとっては、まるで父親を亡くしたようなショックであり、ま

た大きな悲しみであります。今夕は、博士と大阪との関り合い、特に誕生後、間もない大

阪大学の学風が博士の学問に与えた影響について、私見をお話してみたいと思います。 
 
大阪大学は、旧大阪府立医大と民間の一研究所であった塩見理化学研究所を母体とし、

昭和六年五月一日、理、医二学部からなる帝国大学として誕生しました。湯川博士が大阪

帝大に講師として赴任されたのは、多分、昭和七、八年頃と思います。現在、中之島に、

コンクリートの残骸となってお化屋敷のように立っている旧理学部の建物も、その頃はま

だ建築中で、その為に、湯川博士をはじめとして、当時の理学部教官はすべて、さきにも

述べた塩見理化学研究所の中に間借りをしていたそうです。ついでに当時の教官の主だっ

た方々の紹介を致しましょう。 
 
まず総長は、「長岡の原子模型」で世界的に有名な物理学者、長岡半太郎博士でした。理

学部長は、漆の研究で、これまた世界的に有名な有機化学者の真島利行博士でした。更に

物理学教室主任教授は八木アンテナの発明者として名高い工学博士の八木秀次先生です。

工学博士が理学部の主任教授になっていたとは、一寸、奇妙に思われるでしょうが、これ

こそ、大阪帝大の、良い意味での型破り的な特徴を示すひとつの事例です。その他に原子

核物理学の産みの親となった故菊池正士博士とか、長岡博士の高弟で、今もお元気で活躍

されている実験物理学の大御所、浅田常三郎博士、また流体力学の大家、故友近博士等、

八木先生以外は、どなたも、三十才前後の若さで理学部教授、或いは助教授として赴任さ

れました。 
 
現在、学術会議会長として、御活躍中の伏見先生は、まだ大学出たての新米の学者であ

り阪大物理学教室の助手として研究に専念されておられました。このような天下の俊秀が、

衝立で間仕切りされた塩見研究所の中で、互いに良きライバルとして、また良き同僚、友

人として切磋琢磨していたのですから、今から想像しても、研究所内の空気がどんなもの

であったか、容易にわかるような気がします。 
 
こんなピリピリした空気の中に、わが湯川先生は講師として身を置くことになったわけ
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です。博士がそれまでおった、静かな京都帝大の雰囲気と比べるとき、また博士御自身の

御性格を考えるとき、博士は、少なくとも最初のうちは、当時の阪大の空気には、なじめ

なかったものと想像されます。そのうえ、博士は当時、いささか健康を害しておられたよ

うで、研究面では、外見的には何の成果もありませんでした。 
 
一方、湯川博士の同級生で、後に湯川博士に続いて、ノーベル物理学賞を受賞された朝

永博士は、京大卒業後、東京にある理化学研究所の仁科研究室にはいり、着々と研究業績

を揚げておりました。そんなわけで、明暗二つに分れた、これら二人の青年学徒を比較し

たくなるのは無理もないことかもしれません。阪大物理学教室の主任であった八木博士も、

業績の揚らぬ湯川博士に業を煮やし、遂に或る日、湯川博士を呼びつけて、これを叱った

そうです。ところで、私は現場にいた訳ではなく、他人からの又聞きですから、どこまで

が真実か私にはわかりません。塩見研究所の内部は、さきにも話した通り、衝立で間仕切

りされていましたから、主任教授の隣りの間に居た者には、八木先生の叱る声が手に取る

ように、よく聞こえた事でしょう。私にこのエピソードを話して下さったか方は、丁度、

この事件のとき、運よく（？）隣の間にいたのだそうです。だから、これから私が話すこ

とは、すべて真実と思いますが、この事件を話してくれた方や、八木、湯川両先生も既に

此の世を去られ、真実か否かを確かめたくとも、それは不可能です。 
 
さて八木先生は、湯川博士にもっと勉強するよう叱った後で、「本来なら朝永君に来て貰

うことにしていたのに、君の兄さんから依頼されたので、やむなく君を採用したのだから、

朝永君に負けぬよう、しっかり勉強してくれなければ困る」といった意味の注意をされた

そうです。八木先生は、口の悪いことと、八木アンテナで有名で、特に人の胸をグサリと

刺すような毒舌は、先生の周囲の人々を縮みあがらせていたそうです。湯川先生に対する、

この止どめの一言は八木先生ならではの毒舌といえましょう。この言葉は湯川先生を励ま

す為のもので、善意の言葉とは思いますが、後に湯川先生がノーベル賞を受賞されたとき、

八木先生はどんな気持で、その朗報を聞かれたでしょうか。私にとって、八木、湯川両博

士の心中は、まことに興味深いものであります。 
 
八木先生のこの小言が効いたのかどうか知りませんが、この事があってから程なく、湯

川先生の第一論文「素粒子の相互作用について」が発表されました。これは後にノーベル

賞の対象となった論文です。処女論文がノーベル賞の対象になった事は、他に例が殆ど無

いのではないかと思います。 
 
ここで湯川博士の業績の内容を簡単に説明してみましょう。すべての物質は、原子と呼

ばれる小さな粒子が寄り集まって出来ています。原子の大きさは大体一億分の一センチぐ

らいです。原子はその中心に、原子核と呼ばれるプラスの電気をもった微粒子が在ります。 
その周囲をエレクトロンという名の粒子が回遊しています。この様子は太陽の周囲を地球

や火星といった多数の惑星が周遊している姿にそっくりです。太陽に相当するものは、原
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子の場合には、中心に在る原子核であります。 
原子核は大きさがおよそ、一兆分の一センチぐらいの小さな粒子です。原子核も詳細に

調べてみると、それはプラスの電気をもったプロトンという微粒子と、電気を全く持たな

い中性子という微粒子が、團子のように互いに堅く寄り集まってできた物ということが判

りました。プラスの電気を持つプロトン同士は互いに反撥します。電気を持たない中性子

は引力も反撥力も受けません。従って、それらが寄り集まることは不可能な筈なのに、現

実にはこれらの微粒子が強固に寄り集まって、一個の團子を形成しています。そこで、プ

ロトンや中性子という微粒子を結合させている力、これを核力といいますが、この核力の

正体は何かということが、阪大創立当時の、物理学における世界的問題でありました。こ

の謎を解明したのが湯川博士の、さきに挙げた論文です。この結果、核力のことを湯川力

ともいいます。丁度、地球や太陽の引力を、その正体の解明者であるニュートンの名を借

りて、ニュートン力と呼ぶのと一般です。 
 
さて今年は、湯川博士というノーベル賞受賞学者を失いましたが、博士にかわって、福

井博士がノーベル化学賞を受賞されました。これは日本にとって、まことに嬉しいことで

あります。ところで福井博士も京大出身者です。これで自然科学の分野では、湯川、朝永、

福井という三人のノーベル賞受賞者がそろって京大出身者の中から輩出したわけです。こ

れは単なる偶然かも知れません。しかし世間では、特に新聞、雑誌の関係者は、京大の学

風、教育法を称賛するとともに、一方天下の秀才が集まるところと見倣されていた東大は

評判倒れかと、両大学の優劣をおもしろおかしく書きたてています。また、それ以外の大

学はその存在価値すらないように扱われています。しかし私はこの俗論には真向から反対

します。 
 
いま仮りに、湯川博士が京大卒業後も引き続き母校に留まり、物理学を勉強し続けたと

想像してみましょう。その場合、博士は、ノーベル賞を貰うような立派な論文を創ったで

しょうか。私は首をかしげます。また仮りに朝永博士が京大に留まり、静かな京都の哲学

的雰囲気の中で勉強を続けたとしたら、彼もノーベル賞を貰うことはできなかったのでは

ないかと想像します。両博士は、いずれも人並みすぐれた天賦の才能を持ちながら、それ

を伸ばし、花咲かせることが出来ずに世を去ることになっただろうと思います。巨木を花

咲かせずに立ち枯れにさせる原因は、昭和初期までの旧京都帝大の学風と思います。実は

それは、京大に限ったことでなく、昔の各帝大に共通に見られた悪しき風潮と思います。 
 
昔から昭和の初期までは、澤山の事を知っている人、難しいことを理解できる人が学者

として尊敬されました。中学生の頃の漢文の授業と同じように、漢字で書かれた中国の本

を日本語に翻訳し、その意味を解説することができれば、それは立派な漢学者と呼ばれま

した。ドイツ語で書かれたカントの哲学書を日本語に翻訳して出版すれば、たちまちカン

ト哲学の大家となります。ヘーゲルの本を邦訳すればヘーゲル哲学の大御所として尊敬さ

れます。ともかく哲学書のような難しい本、それも外国語で書かれた物を読破し、理解し
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たのですから、その語学力、その理解力は普通一般の人々のそれより抜きん出ていること

は認めます。カントの本を読破しているのだからカント哲学の真髄を理解していることも

確かでしょう。ヘーゲルの本を訳したのだから、ヘーゲルの考え方は、その訳者には正確

にわかっているものと思います。しかしそれでは訳者自身の哲学は何か、御自身の世界観、

人生観は？と聞かれたとき、ヘーゲルはああいった、カントによればこうだと答えるので

あれば、そんな訳者は哲学者とはいえません。それは単なる翻訳器にすぎません。 
 
哲学に限ったことではありません。例えば自然科学の世界でも、次ぎ次ぎと発表される

外国の書物や研究論文を追いかけるように読破し、それを吸収する。このことは決して生

やさしいことではありません。その人の頭の中は、自然科学の新常識で一杯でしょう。ま

たその人の研究室や書斎は、外国の本や、論文集で、その人の頭脳のなか以上に一杯でし

ょう。一見して、その人が大学者であることがよく分かります。しかし蔵書の多いことが

大学者の証據だとすれば、本屋の主人は皆、大学者ということになります。或る人が自然

科学の本や、論文をどんなに澤山読もうが、読むまいが、その科学の進歩発展には全く関

係ありません。その人がその吸収した知識を基にして、少しでも、それに彼自身の研究成

果を加え、それが後世に知識として残されるとき、はじめて、その人の存在、その人の研

究は有意義な物となるわけです。そのときはじめて、その人は真の学者といえましょう。

ところが、従来の日本で学者と呼ばれていた人は殆ど文字通り「学ぶ者」であり、新らし

い知識を創り出す人ではありませんでした。従来の日本で大学者と呼ばれた人は、殆どが

大勉強家、偉大なる生徒、要するに単なる物識りにすぎなかったわけです。 
 
しかしこれらの人々を非難するのは酷です。昭和の初期までは、日本は近代科学に関し

ては後進国でしたから、まず、このような「学者」が必要でした。彼等の努力のお陰で、

ドイツ語を読めなくともカント哲学を知ることができたわけです。だから、彼等にも、そ

の当時としては、多いに存在価値があったわけです。いや、あまりにも、その価値が大き

かった為に、今でも、学者といえば、読書家、物識りを指すものと思っている人が大部分

でしょう。他人の書いた本で書斎が一杯ということは学者の誇りにはなりません。自分の

論文、自分の著わした本で一杯ということこそ、学者の理想とすべきことであります。 
 
話が大分、横道にそれましたが、要するに私のいいたいことは、次ぎのことです。湯川、

朝永両博士が教育を受けた頃までの京都帝大のスタッフは、殆どこのような「学者」先生

ばかりで占められていただろうということです。京大ばかりでなく、東大はじめ他の帝国

大学や私立大学も、皆、似たようなものでした。だから、仮に両博士が、このような京大

の雰囲気の中に居続けたとしたら、この空気に、大脳が汚染されてしまったことでしょう。

京大から、新鮮な空気にあふれた阪大に移って来られたばかりの湯川博士が、汚染から回

復するまで、しばらく時間を要したのは、無理もないことです。八木先生の一喝もこの汚

染の解毒剤として有効だったと思います。 
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一方、先程から、度々自慢する大阪帝大の当時の雰囲気について少しお話しましょう。

初めに述べましたように阪大理学部の前身は塩見理化学研究所です。自然科学の新知識の

導入、育成のために、大阪にも、ひとつ研究所を設けるべきであるという塩見さんの卓見

により、彼の私財で出来上がったのが、この塩見研究所であります。これは現在の阪大病

院の東北隅に設立されました。この私立研究所と、大阪府民のものであった大阪府立医大

を基にして大阪帝国大学が創立されたことは、既に述べましたが、ここで注目して頂きた

いことは、この創設に際し、土地、建物の費用等のすべてが大阪市民の浄財でまかなわれ、

ビタ一文、時の政府から援助を受けなかったということであります。このような国立大学

は、後にもさきにも大阪帝大ただひとつです。これは文字通り、大阪人の大学といえまし

ょう。これこそ大阪人の誇りです。それだからこそ、その教授陣の顔ぶれについても、思

い切った人選ができたわけです。物理学教室の主任教授に工学畑出身の八木博士が就任さ

れたのも、このような生い立ちの大学であればこそ、出来たわけです。要するに年令とか、

出身大学や学部といったような経歴はどうでもよく、すべては実力で、人材を求めたとい

う点が、新生阪大の特徴です。こんなことは現代では当然ですが、旧帝大では必ずしも当

然ではなかった訳で、つくづく時代の違いを感じます。いうなれば、戦国時代の野武士の

ように、若い先生方が、皆、御自身の実力だけを頼りに、やがては一国一城を築いて見せ

ようと全国から阪大理学部に参集してきた訳です。この野武士軍団の総大将が雷親父の長

岡先生であり、外国の新知識を一杯身につけた、剃刀のように切れる八木先生が参謀の役

を務めたのだから、静かに机に向かって、唯だ本ばかり読んでいたら、どなりつけられる

のも当然だったでしょう。野武士軍団の醸し出すこの雰囲気こそ、湯川博士のノーベル賞

受賞の原動力だったと思います。 
 
同じようなことは朝永博士にもいえます。博士が就職した理化学研究所は、財団法人で

あり国立研究所ではありません。朝永博士の所属した研究室のリーダーは有名な仁科博士

です。仁科先生も八木先生同様に電気工学科の出身で、物理学科の卒業ではありません。

彼は、昭和の初期、新興物理学のメッカといわれたコペンハーゲンに留学、そこで量子力

学の産みの親、ニールス・ボーアの指導を受けました。その頃は、量子力学という新物理

学は日本では、これを知っている人は少なく、まして、それを駆使して新しい研究をする

などは、まだとても無理な状態でした。この新物理学を、その産みの親から、ぢかに学び、

いわば免許皆伝を受けて、この物理学を日本に持ち帰ったのが仁科博士です。しかし、当

時の学界では、このように立派な学者でも、物理学教室の正教授として迎えいれようとは

しませんでした。しかし仁科博士にとっては、理研のような民間研究所のほうが、自由に

研究ができて、かえって幸せだったのではないかと思います。新生阪大理学部と同様に、

理研も、或る意味で帝国大学の雰囲気になじめない、いわば、はじき出された、しかし実

力のある若者たちの集団でした。この集団を目指して特に、その親方である仁科博士の学

風を慕って、朝永博士はあづま下りをした訳です。 
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仁科博士が持ち込んだものは、現代的な、そして創造的、探求的なボーア研究所の研究

態度であります。この気風は、伝統ある旧帝国大学の中には未だなかったもので、これこ

そ朝永博士の研究の原動力であります。この気風は、博士の教えを受けた人々を通して現

在、日本国中にひろまっております。それは新生阪大の学風と同じものといえましょう。

なぜならば、創立当時の阪大教授の一人であった故菊池博士はボーアの孫弟子だからです。

菊池博士は、ボーアの門人で量子力学の創造者であるハイゼンベルグ教授から、親しくそ

の教えを受けました。したがって菊池教授が阪大に持ちこんだ学風も、その源は、理研の

それと同一です。またいい忘れましたが、浅田教授も理研から塩見理化学研究所へ、さら

に阪大教授へと転進されたのですから、東京の理研と、創立当時の阪大理学部の間に同じ

ような気風があったことは不思議ではありません。 
 
象牙の塔という権威と伝統に守られて、何の不自由もなく静かに読書と、休むに似た思

索を続ける昔風の学者集団に比べ、新生阪大や、理研の人々は、自己の実力だけを頼りに、

自分の研究や、自分の生活すらも維持していかねばならないのですから、両者の意気込み

に大きな違いが生まれるのは当然でしょう。 
 
ところで大阪は商人の街といわれます。いいかえれば、ここには徳川幕府もなかったし、

明治になっても政治の中心ではありません。そのような大阪だから、おかみの援助などあ

てにせず、庶民の力で自由に新らしいもの、新らしい知識を取りいれようとした訳です。

緒方洪庵の適塾も、この一例でしょう。そこでは、従来日本医学の中心をなしていた漢法

にさからって、蘭学が教授、研究されました。この適塾に集った血気盛んな、また新知識

に飢えた若者達の醸し出す空気は、恐らく、塩見研究所に参集した野武士集団の熱気、或

いは理研の雰囲気とそっくりだったのではないかと思います。 
 
このように恵まれぬ環境こそ、或る意味では、学問の進歩、発展に大事な要素と思いま

す。近頃は、何かにつけて、すべて便利であり、欲しい物は大体何んでも手にはいり、誰

も非常に恵まれた生活を送っています。特に若者たちは独身貴族という言葉がある程に、

豊かな日々を送っているようです。物質的に恵まれた生活は、精神面の不満を消去してし

まいます。精神的不満こそ、学問の進歩の切掛です。それが消されることは、困ったもの

です。こんな不幸を口にする私は、矢張り年をとり過ぎたのでしょうか。いやそんなこと

はありますまい。 
（＊うちやま りょうゆう・大阪大学名誉教授） 

 
＊内山龍雄博士（1916‐1990）静岡県生まれ。 理論物理学者。大阪大学卒。大阪大学

教授。退官後、帝塚山大学教授を経て学長。大学 2 年生の時、湯川博士の「電磁気学」を

聴講するが、3 年生になって湯川博士が京大へ転任したので、毎週京都へ出向いて、湯川研

究室のゼミに参加した。ゲージ場理論を確立し、統一場理論に貢献した。 
 


